
ひろしま市議会だより令和３年（２０２１年）５月 第２９７号 （6）

議決時の会派別所属議員
● 自由民主党・市民クラブ　　　
(略称　自民党・市民クラブ )

（☎ 504-2734） 宮崎  山路  木戸  中本  佐々木  山田  今田  母谷
八條  豊島  海徳  平岡  水野  川口

● 自由民主党・保守クラブ　　　
(略称　自民党・保守クラブ )

（☎ 504-2442） 三宅  森畠  石橋  平野  木島  児玉  金子  木山  
永田  谷口  元田  八軒

●公明党 （☎ 504-2445） 碓氷  西田  渡辺  石田  川村  並川  田中  川本
● 市政改革・無党派クラブ　　　　
(略称　市政改革ネットワーク )

（☎ 504-2616） 竹田  桑田  伊藤  藤田  沖宗  馬庭  定野

●市民連合 （☎ 504-2444） 太田  山内  若林  山本  岡村

●日本共産党 （☎ 504-2446） 中森  近松  中原  藤井  吉瀬

●広島創生クラブ （☎ 504-2227） 碓井

●清流クラブ （☎ 504-2845） 大野

●広島新生クラブ （☎504-2776） 椋木

予
算
特
別
委
員
長
報
告

本会議で報告する八條範彦委員長

審査日程

２月 26 日㈮ 委員会運営 ３月 12 日㈮ 消防上下水道関係

３月２日㈫
３月３日㈬ 文教関係 ３月 15 日㈪

３月 16 日㈫ 総務関係

３月４日㈭
３月５日㈮ 厚生関係 ３月 17 日㈬ 総括質疑

３月８日㈪
３月９日㈫ 建設関係 ３月 24 日㈬ 討論・採決

３月 10 日㈬
３月 11 日㈭ 経済観光環境関係

　
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、令
和
３
年
度
関
係
議
案
に
つ
い
て
、去
る
２
月
26
日
以
来
、

連
日
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
広
島
市
一
般
会
計
予
算
」
に
対
し
て
、

１
件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
所
定
の
手
続
き
に
従
い
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
諸
議
案
に
つ
い
て
は
、
討
論
・
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
３
月
25
日
の
本
会
議
で
、
本
委
員
会
の
八
條
範
彦
委
員
長
が
、
令
和

３
年
度
関
係
議
案
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
要
望
事
項
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

に
解
決
し
、
安
全
か
つ
速
や
か
に
接
種
が

行
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

●
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
新
基
金
に

対
す
る
出
捐
に
つ
い
て
は
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
行
う
各
種
地
域
団
体
と
の
連

携
活
動
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と

な
る
よ
う
、
広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

対
し
丁
寧
に
助
言
を
行
う
な
ど
支
援
す
る

こ
と
。

●
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
安
佐
市
民
病
院
の

令
和
４
年
春
開
設
に
向
け
て
、
ア
ク
セ
ス

道
路
を
計
画
ど
お
り
整
備
す
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、
バ
ス
路
線
の
再
編
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
や
バ
ス
事
業
者
等
と
の

協
議
・
調
整
を
着
実
に
行
い
、
新
ル
ー
ト

の
運
行
開
始
が
間
に
合
う
よ
う
取
り
組
む

こ
と
。

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
に
当
た

っ
て
は
、
幅
広
い
世
代
の
県
民
・
市
民
等

が
日
常
的
に
集
い
、
に
ぎ
わ
い
や
交
流
の

拠
点
と
な
る
施
設
と
し
た
上
で
、
事
業
費

の
県
・
市
負
担
割
合
に
つ
い
て
早
期
に
合

意
し
、
令
和
６
年
の
開
業
を
目
指
し
て
、

着
実
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。

　
以
上
、
申
し
述
べ
ま
し
た
要
望
事
項
の

ほ
か
、
委
員
会
審
査
に
お
い
て
各
委
員
か

ら
述
べ
ら
れ
た
指
摘
並
び
に
要
望
や
意

見
、
さ
ら
に
は
各
会
派
か
ら
提
出
さ
れ
た

要
望
事
項
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
行
政
執

行
に
当
た
っ
て
、
十
二
分
に
反
映
し
て
い

た
だ
く
よ
う
併
せ
て
要
望
し
ま
す
。

移
動
が
減
少
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、

神
楽
な
ど
の
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
と
広

島
広
域
都
市
圏
の
圏
域
内
住
民
に
対
す
る

観
光
情
報
の
発
信
に
よ
り
一
層
努
め
る
こ

と
に
よ
り
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推

進
す
る
こ
と
。

●
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
行
政
と
市
民
、
事
業
者
が
互
い
に
連

携
協
力
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
や
社
会
経

済
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
脱
炭
素
社

会
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ

と
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

つ
い
て
は
、
県
と
連
携
し
て
市
域
に
お
け

る
感
染
拡
大
の
傾
向
を
い
ち
早
く
察
知

し
、
早
期
に
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
講
じ

る
と
と
も
に
、
き
め
細
か
な
情
報
公
開
に

よ
り
一
層
努
め
る
こ
と
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

実
施
に
当
た
っ
て
の
様
々
な
課
題
を
早
急

は
、
危
険
箇
所
の
対
策
が
早
期
に
完
了
す

る
よ
う
、
引
き
続
き
県
に
対
し
補
助
金
の

増
額
を
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
も
活
用
し
、

早
急
か
つ
確
実
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
。

●
学
校
と
家
庭
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぐ

授
業
に
つ
い
て
は
、
通
信
環
境
の
整
備
を

計
画
ど
お
り
進
め
る
と
と
も
に
、
教
員
に

対
す
る
研
修
や
児
童
生
徒
を
指
導
す
る
上

で
の
手
引
の
作
成
な
ど
教
員
へ
の
支
援
を

着
実
に
進
め
、
必
要
な
場
合
に
実
施
で
き

る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
拡
大
に

当
た
っ
て
は
、
学
校
運
営
協
議
会
が
目
標

や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
を
よ
り
効
果
的
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
、
設
置
校
の
取
組
を
紹
介
す

る
な
ど
支
援
を
行
う
こ
と
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
、
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
地
域
間
の

【
要
望
事
項
】

●
広
島
城
の
魅
力
向
上
事
業
に
つ
い
て

は
、
歴
史
と
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
、

さ
ら
に
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
周
辺
地
域

を
含
め
た
広
島
城
一
帯
の
環
境
整
備
に
努

め
る
こ
と
。

●
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
先

端
技
術
等
を
活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
を

図
り
、
市
民
生
活
の
様
々
な
場
面
に
お
け

る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
職
員
の
働
き

方
改
革
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
全
庁

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
。

●
下
水
道
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
浸

水
常
襲
地
区
の
雨
水
幹
線
の
早
期
整
備
を

は
じ
め
、
合
流
式
下
水
道
の
改
善
対
策
や

耐
用
年
数
が
近
づ
き
つ
つ
あ
る
ポ
ン
プ
場

な
ど
の
改
善
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
。

●
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
対
策
に
つ
い
て




